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栃木県真岡市自衛隊家族会部隊見学支援を実施

佐野日本大学短期大学で募集広報

期
大
学
の
中
庭
に
て
自
衛
官
募
集
に
関

楽
し
く
話
す
学
生
で
賑
わ
い
を
み
せ
、

の
学
生
に
配
布
を
行
い
、「
な
ぜ
自
衛

こ
い
い
で
す
よ
ね
！
」
と
事
務
所
員
と

実
施
し
た
。

た
。
昼
休
み
の
時
間
帯
に
約
２
０
０
名

多
く
の
学
生
に
自
衛
隊
を
ア
ピ
ー
ル
す

域
事
務
所(

所
長　

本
村
１
空
尉)

は

当
日
は
風
も
な
く
、
夏
の
日
差
し
を

す
る
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
を

感
じ
ら
れ
る
非
常
に
良
い
天
気
と
な
っ

隊
が
学
内
に
？
」「
自
衛
隊
っ
て
か
っ

る
事
が
で
き
た
。

自衛隊栃木地方協力本部

役
割
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
植
木
会
長
か
ら
は
「
今
回
の
部
隊
見
学

会
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

先
の
霞
ヶ
浦
駐
屯
地
に
は
家
族
会
員
の
ご
家
族
２
名
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
隊
員
の

含
）
の
霞
ヶ
浦
駐
屯
地
（
茨
城
県
）
部
隊
見
学
支
援
を
行
っ
た
。

使
用
方
法
、
訓
練
内
容
な
ど
を
分
か

員
が
一
生
懸
命
に
説
明
さ
れ
る
姿
か

っ
た
。

る
情
熱
や
献
身
的
に
取
り
組
む
姿
勢

が
あ
っ
た
。
参
加
者
は
部
隊
の
多
岐
に
わ
た
る
任
務
内
容
の
ほ
か
、
駐
屯
地
の
広
大

職
場
環
境
や
施
設
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
皆
様
の
支
援
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
機

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

当
日
は
部
隊
見
学
に
向
か
う
バ
ス
車
中
で
家
族
会
の
総
会
を
開
催
し
、
家
族
会
の

内
容
の
ほ
か
、
駐
屯
地
の
広
大
な
敷

見
ら
れ
た
。
見
学
終
了
後
、
参
加
者

薬
中
隊
で
は
、
会
長
挨
拶
で
も
紹
介

近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
駐

驚
き
、
自
衛
隊
の
存
在
感
を
改
め
て

霞
ヶ
浦
駐
屯
地
到
着
後
は
、
広
報
担
当
者
よ
り
駐
屯
地
の
編
成
及
び
概
要
の
説
明

業
高
等
学
校
の
２
学
年
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

足
利
地
域
事
務
所
は
「
今
後
も
、
学
校
と
引
き

目
の
り
っ
く
ん
ラ
ン
ド
で
は
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員

「
か
っ
こ
い
い
！
自
衛
隊
に
興
味
を
も
ち
ま
し
た
」

初
日
は
宇
都
宮
駐
屯
地
、
２
日
目
は
北
宇
都
宮

及
び
喫
食
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
行
い
自

え
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

駐
屯
地
、
３
日
目
は
足
利
地
域
事
務
所
、
４
日
目

支
援
し
た
。

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
足
利
地

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
真
岡
募
集
案
内
所
（
所
長　

古
川
３
陸
佐
）
は
、
６

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
足
利
地
域
事
務
所

は
陸
上
自
衛
隊
広
報
セ
ン
タ
ー
（
り
っ
く
ん
ラ
ン

が
い
が
あ
り
そ
う
」
と
い
う
声
が
あ
が
り
、
特
に

～駐屯地見学を自衛隊への支援意識を高める機会に～

～未来を担う若者に自衛隊の魅力を発信！～

な
い
自
衛
隊
の
設
備
や
装
備
品
を
間

員
と
直
接
触
れ
合
う
機
会
が
得
ら
れ

動
の
重
要
な
活
動
の
一
環
で
あ
り
、

感
じ
ま
し
た
」「
参
加
者
の
家
族
隊

こ
と
に
よ
っ
て
家
族
の
絆
を
深
め
る

と
し
て
い
る
。

だ
け
で
な
く
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理

ら
、
隊
員
の
皆
さ
ん
の
仕
事
に
対
す

真
岡
募
集
案
内
所
は
「
自
衛
隊
の

が
伝
わ
り
ま
し
た
」
等
の
感
想
が
あ

今
回
は
部
隊
の
協
力
に
よ
り
家
族
隊

基
地
・
駐
屯
地
見
学
は
、
家
族
会
活

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。
今
後
も
、

隊
員
家
族
が
自
衛
隊
の
活
動
を
知
る

屯
地
の
規
模
や
装
備
品
の
充
実
度
に

が
説
明
を
担
当
。
装
備
品
の
管
理
、

興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
る
様
子
が

が
配
置
さ
れ
、
自
衛
隊
の
活
動
拠
点

め
て
い
た
。
続
い
て
の
第
３
０
２
弾

地
内
に
は
各
種
倉
庫
や
装
備
品
な
ど

さ
れ
た
家
族
会
員
の
家
族
隊
員
２
名

り
や
す
く
説
明
し
、
参
加
者
た
ち
が

か
ら
は
「
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き

る
駐
屯
地
で
あ
る
こ
と
の
理
解
を
深

続
き
連
携
し
、
若
者
目
線
で
自
衛
隊
の
魅
力
を
伝

衛
隊
の
仕
事
に
触
れ
合
う
時
間
と
な
っ
た
。
４
日

な
ど
と
話
す
姿
が
見
ら
れ
た
。

の
話
を
聞
い
た
生
徒
か
ら
「
す
ご
い
な
ぁ
、
や
り

ド
）
で
実
施
さ
れ
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
基
礎
教
練

偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ
に
興
味
を
引
か
れ
た
よ
う
で
、

月
11
日
（
火
）、
真
岡
市
自
衛
隊
家
族
会
（
会
長　

植
木
親
久
氏
）
34
名
（
事
務
局

解
や
支
援
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
」

（
所
長　

本
村
１
空
尉
）
は
、
６
月
25
日
（
火
）

〜
６
月
28
日
（
金
）
の
間
、
栃
木
県
立
足
利
工

６
月
26
日(

水)

、
佐
野
日
本
大
学
短


